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論文内容の要旨 
 

本研究は、衣服文化の一つであるファッションブランドとその色彩について注目し、服装史に

おける色彩の役割と変化、また、色彩のデザインプロセスについて詳しく調べ考察している。そ

して、ファッションブランドの衣服の色彩の使用実態を知ることと、流行色に対する新しい予測

方法を見出すことを目的として、ラグジュアリーファッションブランドとファストファッション

ブランドの服装色に対して定量分析を行い、さらに、独自にニューラルネットワークモデルを構

築し、ニューラルネットワーク手法による服装色の予測の有効性を検討している。 

論文は 7 つの章で構成されており、研究の背景と目的を述べている第 1 章の他は、各章で以下

の内容が述べられている。 

第 2 章では、その中で、織物産業の発展初期からファッション産業が盛んな現在まで、衣服の

色彩における各段階での製造技術と価値の変化、ならびに、ファッション産業の形成と発展を調

べ、ファッション産業における色彩の重要性が段々高まっていることを示すと同時に、色彩のデ

ザインプロセスを明らかにしている。 

第 3 章では、服装色の定量分析の対象と方法について説明している。 

第 4 章では、有名なラグジュアリーファッションブランドの Louis Vuitton、Hermes、Gucci、

Chanel、Prada の服装色に対して定量分析と考察を行い、各ブランドにおける独自の特徴とブラ

ンド間で共通する特徴を見出している。 

第 5 章では、グローバルに展開しているファストファッションブランドの H&M、ZARA、

UNIQLO の服装色に対して定量分析と考察を行い、各ブランドにおける独自の特徴とブラ     

ンド間で共通する特徴を見出している。 

第 6 章では、流行色に対する新しい予測方法として、独自にニューラルネットワークモデルを

構築し、ラグジュアリーファッションブランドの服装色を用いて予測を行っている。そして、そ

の予測精度が比較的良いことを確認し、ニューラルネットワーク手法による服装色の予測の有効

性を見出している。 

第 7 章では、本研究の結果を総括し、論文をまとめている。 
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論文審査の結果の要旨 

 

本研究は、衣服文化の一つであるファッションブランドとその色彩について注目し、服装史に

おける色彩の役割と変化に関して詳しく調べ考察している。その中で、織物産業の発展初期から

ファッション産業が盛んな現在まで、衣服の色彩における各段階での製造技術と価値の変化、な

らびに、ファッション産業の形成と発展を調べ、ファッション産業における色彩の重要性が段々

高まっていることを示すと同時に、色彩のデザインプロセスを明らかにしている。 

その上で、影響力が強くグローバル化しているファッションブランドの衣服の色彩の使用実態

を知ることと、また、流行色に対する新しい予測方法を見出すことを目的として、有名なラグジ

ュアリーファッションブランドの Louis Vuitton、Hermes、Gucci、Chanel、Prada の服装色に

対して、また、グローバルに展開しているファストファッションブランドの H&M、ZARA、

UNIQLO の服装色に対して定量分析と考察を行い、ブランドにおける独自の特徴とブランド間で

共通する特徴を見出している。そして、服装色に使われている色彩の周期や変化の傾向を解析し、

国際流行色予測機関が発表した流行色提案と一致するかどうかについての検討も加え、実際に変

化傾向や流行色提案との関連性を見出している。そしてさらに、流行色に対する新しい予測方法

として、独自にニューラルネットワークモデルを構築し、ラグジュアリーファッションブランド

の服装色を用いて予測を行っている。そして、その予測精度が比較的良いことを確認し、ニュー

ラルネットワーク手法による服装色の予測の有効性を見出している。 

本研究で行った服装画像に対する色の定量的な抽出、分祈、予測方法は、今後の服装色や流行

色に関する研究、ならびに、ファッション業界の多くのアパレル企業と個人服装デザイナーが流

行色の実態と傾向を理解する時の一つの手法として期待される。 

以上のことから、本研究は衣服の色彩文化の一端を考察した新たな試みとして、また、流行色

を予測する新たな手法の提案として評価できる。 

なお、本論文の内容は、申請者を筆頭著者として公表された学術論文 2 編と、申請者が著者の

一人となっている参考論文 1 編を基礎としている。 
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